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〇
い
し
か
わ
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
合
同
企
業
説
明
会

Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
（
い
し
か
わ
就
職
・
定
住
総
合
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
関
西
圏
に
お
住
ま
い
で
石
川

県
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
検
討
し
て
い
る
方
々
に
向
け

て
、
石
川
県
を
代
表
す
る
企
業
十
社
に
よ
る
合
同

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
各
社
の
採
用
担
当
者
か
ら
、
業
務
内
容
や

募
集
職
種
、
職
場
の
雰
囲
気
な
ど
、
直
接
お
話
し
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
社
会
人
は
も
ち
ろ
ん
、
学

生
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
で
は
応
募
書
類

の
作
成
や
面
接
の
指
導
、
企
業
訪
問
の
仲
介
な
ど
様

々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
興
味

の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

日
時
：
七
月
一
日
（
土
）
十
二
時
半
～
十
六
時

会
場
：
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
タ
ワ
ー
ウ
エ
ス
ト
三
六
階

詳
細
は
こ
ち
ら

関西石川県人会連合会
第９代会長 東 孝司

○
災
害
義
援
金
を
寄
託

五
月
五
日
に
珠
洲
市
で
震
度
六

強
を
観
測
し
た
能
登
地
方
地
震
を

受
け
て
、
関
西
石
川
県
人
会
連
合

会
は
、
東
孝
司
連
合
会
会
長
、
兵

庫
達
夫
連
合
会
副
会
長
、
谷
内
田

栄
次
連
合
会
会
計
（
能
登
互
助

会
）
、
米
田
喜
憲
連
合
会
副
会
長

（
京
都
石
川
県
人
会
）
が
石
川
県

大
阪
事
務
所
を
訪
問
し
、
山
下
幸

則
所
長
に
義
援
金
を
手
渡
し
し
ま

し
た
。
東
会
長
は
、
被
害
に
あ
っ

た
方
の
た
め
、
県
人
会
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
協
力
し
て
い
き
た

い
」
。
と
お
話
に
な
り
ま
し
た
。
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県
事
務
所
か
ら

〇
ほ
っ
と
石
川
な
に
わ
館
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

五
月
一
九
日
に
大
阪
市
北
区
南
森
町
の
天
神
橋
商
店

街
で
、
大
阪
事
務
所
主
催
の
「
ほ
っ
と
石
川
観
光
と
物

産
展
」
を
開
催
し
、
県
産
農
産
物
の
宣
伝
販
売
を
実
施

し
ま
し
た
。

加
賀
太
き
ゅ
う
り
、
県
産
ト
マ
ト
の
ほ
か
、
ひ
ゃ
く
ま

ん
穀
、
百
万
石
乃
白
の
Ｐ
Ｒ
販
売
を
行
い
、
地
元
の
買

い
物
客
か
ら
大
変
好
評
で
し
た
。

今
後
の
活
動
と
し
て
、
七
月
二
十
日
に
石
川
県
大
阪

事
務
所
内
に
あ
る
観
光
物
産
館
「
ほ
っ
と
石
川
な
に
わ

館
」
で
三
年
ぶ
り
と
な
る
県
産
ス
イ
カ
の
試
食
宣
伝
を

開
催
し
ま
す
。
県
産
ス
イ
カ
は
、
シ
ャ
リ
感
が
強
く
糖

度
が
高
い
た
め
、
甘
く
て
お
い
し
い
ス
イ
カ
と
し
て
関

西
の
皆
様
に
も
大
変
人
気
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ど
ら

焼
き
や
水
よ
う
か
ん
な
ど
当
日
限
定
の
和
菓
子
な
ど
も

販
売
い
た
し
ま
す
。
暑
い
季
節
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

県
人
会
の
皆
様
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。



関西在住の能登出身者らでつくる大阪能登互助会の新年会は１月１７日、大阪市心斎橋のホテル日航大阪で開かれ、役員、来賓を含めて２０人が
参加して、懇親を深めました。
山本三郎会長が年頭の挨拶で「新型コロナを考慮する必要があるが、今年は例年通りの事業を行っていきたい」とあいさつした。井上作雄関西

石川県人会連合会長が祝辞を述べました。来賓として、ナニワ工務店の上村英輔社長らがご紹介されました。それから、山森力県大阪事務所長の
発声で乾杯しました。谷内田栄次副会長が令和５年度事業計画を説明しました。最後に、辻口信良連合会副会長が「いしかわ愛」三唱で中締めを
し、散会となりました。

会
長
ご
挨
拶

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会

第
九
代
会
長

東

孝
司

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
元
気
で

ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
、
関

西
石
川
県
人
会
連
合
会
の
活
動
の

多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

四
月
二
五
日
の
連
合
会
理
事
会

に
て
、
関
西
石
川
県
人
会
連
合
会

会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
井

上
前
会
長
か
ら
熱
い
お
誘
い
を
頂

き
、
こ
の
よ
う
な
大
役
が
私
に
務

ま
る
か
不
安
も
残
る
中
、
ふ
る
さ

と
石
川
を
応
援
し
た
い
と
い
う
想

い
か
ら
、
謹
ん
で
会
長
職
を
お
受

け
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協

力
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
五
月

八
日
に
五
類
に
移
行
と
な
り
、
新

た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
日
常
の
生
活
が
数
年
前

の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を

私
自
身
も
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

各
県
人
会
の
活
動
を
紹
介
す
る
誌

面
も
久
し
ぶ
り
に
皆
様
の
賑
や
か

で
元
気
な
様
子
を
お
届
け
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
大
変
喜
ば
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

五
月
五
日
に
能
登
地
方
で
発
生
し

た
地
震
で
は
、
最
大
震
度
六
強
を
観

測
し
た
珠
洲
市
を
中
心
に
五
月
二
四

日
現
在
で
計
七
七
二
棟
の
住
宅
が
被

害
を
受
け
、
一
名
が
犠
牲
に
な
り
ま

し
た
。
大
型
連
休
中
の
突
然
の
出
来

事
に
皆
様
も
大
変
驚
か
れ
、
心
配
さ

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私

も
輪
島
市
出
身
者
と
し
て
大
好
き
な

故
郷
を
案
じ
て
お
り
ま
し
た
。
関
西

石
川
県
人
会
連
合
会
と
し
ま
し
て
は
、

復
旧
に
向
け
て
被
災
者
の
力
に
な
れ

ば
と
石
川
県
大
阪
事
務
所
に
て
少
額

で
は
あ
り
ま
す
が
義
援
金
を
寄
託
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
県
や
市
役
所

と
協
力
し
て
復
興
支
援
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
協
力
・
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前
会
長
退
任
ご
挨
拶

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会

第
八
代
会
長

井
上
作
雄

会
長
と
し
て
、
六
年
間
に
渡
り
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

八
尾
石
川
県
人
会
や
東
大
阪
県
人

会
、
南
大
阪
石
川
県
人
会
、
大
阪
市

石
川
県
人
会
、
北
大
阪
石
川
県
人
会

の
設
立
に
微
力
な
が
ら
、
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

在
任
中
一
番
の
思
い
出
は
、
第
十

六
回
全
国
石
川
県
人
会
連
合
会
の
輪

島
大
会
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
足
が
遠

の
い
て
い
た
故
郷
石
川
で
、
全
国
、

世
界
か
ら
再
び
元
気
に
集
ま
れ
た
こ

と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

在
任
中
、
未
熟
な
点
や
至
ら
な
い

点
が
多
々
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、

こ
う
し
て
会
長
を
務
め
ら
れ
た
の
は
、

県
人
会
の
皆
様
の
協
力
が
あ
れ
ば
こ

そ
だ
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
優
し

い
気
遣
い
や
さ
り
げ
な
い
配
慮
を
頂

き
な
が
ら
、
親
切
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と
を
、
改

め
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
皆

様
の
お
心
遣
い
で
連
合
会
の
名
誉
会

長
職
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

ふ
る
さ
と
石
川
の
た
め
、
で
き
る
限

り
の
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
関
西
石
川
県
人
会
連
合
会

役
員
新
年
互
礼
会

関
西
石
川
県
人
会
連
合
会
の
役

員
新
年
互
礼
会
は
一
月
十
九
日
、

大
阪
市
浪
速
区
の
ホ
テ
ル
モ
ン
ト

レ
グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪
で
三
年
振
り

に
開
催
さ
れ
、
三
十
二
人
が
今
後

も
連
合
会
の
発
展
に
協
力
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
井

上
作
雄
会
長
が
、
「
卯
年
（
う
ど

し
）
に
ち
な
み
、
何
事
も
前
向
き

に
取
り
組
み
た
い
」
と
挨
拶
し
、

高
島
誠
加
能
人
社
社
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
で
の

集
合
写
真
撮
影
後
、
米
田
喜
憲
連

合
会
副
会
長
の
発
声
で
乾
杯
し
、

辻
口
信
良
連
合
会
副
会
長
の
主
唱

で
「
い
し
か
わ
愛
」
を
三
唱
し
ま

し
た
。

○
大
阪
能
登
互
助
会
新
年
会

関
西
在
住
の
能
登
出
身
者
ら
で

つ
く
る
大
阪
能
登
互
助
会
の
新
年

会
は
一
月
十
七
日
、
大
阪
市
心
斎

橋
の
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
で
開
か
れ
、

役
員
、
来
賓
を
含
め
て
二
十
人
が

参
加
し
て
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

山
本
三
郎
会
長
が
年
頭
の
挨
拶

で
「
新
型
コ
ロ
ナ
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
今
年
は
例
年
通
り

の
事
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。
井
上
作
雄
関
西

石
川
県
人
会
連
合
会
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
、
ナ

ニ
ワ
工
務
店
の
上
村
英
輔
社
長
ら

が
ご
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
山
森
力
県
大
阪
事
務
所
長
の

発
声
で
乾
杯
し
ま
し
た
。
谷
内
田

栄
次
副
会
長
が
令
和
５
年
度
事
業

計
画
を
説
明
し
ま
し
た
。
最
後
に
、

辻
口
信
良
連
合
会
副
会
長
が
「
い

し
か
わ
愛
」
三
唱
で
中
締
め
を
し
、

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

○
加
賀
浴
友
会
新
年
会

加
賀
出
身
の
関
西
在
住
の
公
衆
浴

場
業
者
ら
で
構
成
さ
れ
る
加
賀
浴
友

会
の
新
年
会
が
、
一
月
二
四
日
に
、

大
阪
市
難
波
の
「
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
南
大
使
館
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
勢
五
四
人
が
会
の
設
立
七
十
五
周

年
を
祝
い
ま
し
た
。

中
松
勝
彦
会
長
が
「
来
年
も
皆
が

元
気
に
集
ま
れ
る
よ
う
、
お
互
い
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
、
井
上

作
雄
関
西
石
川
県
人
会
連
合
会
長
、

土
本
昇
大
阪
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生

同
業
組
合
副
理
事
長
が
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
山
本
三
郎
能
登
互
助
会
長

の
発
声
で
乾
杯
し
、
西
野
榮
二
懇
親

会
長
の
主
唱
で
万
歳
三
唱
し
ま
し
た
。

○
京
都
石
川
県
人
会
新
年
会

京
都
石
川
県
人
会
の
新
年
会
は
、

一
月
二
一
日
に
京
都
市
中
京
区
の
ホ

テ
ル
モ
ン
ト
レ
京
都
で
開
か
れ
、
約

八
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
竹
下
義

樹
会
長
が
「
新
体
制
に
な
っ
て
か
ら
、

最
初
の
一
年
に
な
る
。
今
後
も
県
人

会
の
集
ま
り
を
継
続
さ
せ
て
、
飛
躍

の
一
年
に
し
て
い
こ
う
」
と
挨
拶
し
、

織
部
正
副
会
長
が
事
業
計
画
を
報
告

し
ま
し
た
。
山
森
力
県
大
阪
事
務
所

長
、
井
上
作
雄
関
西
県
人
会
連
合
会

長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

森
正
彦
京
都
ふ
る
さ
と
の
集
い
連

合
会
長
の
発
声
で
乾
杯
し
、
橘
重
十

九
北
野
天
満
宮
宮
司
（
珠
洲
市
出

身
）
ら
初
参
加
の
七
人
が
自
己
紹
介

し
ま
し
た
。
辻
口
信
良
関
西
県
人
会

連
合
会
副
会
長
の
発
声
で
「
い
し
か

わ
愛
」
を
三
唱
し
、
米
田
喜
憲
副
会

長
が
中
締
め
し
ま
し
た
。
お
土
産
は

石
川
県
出
身
者
が
経
営
す
る
京
都
の

菓
子
店
で
あ
る
「
二
條
若
狭
屋
」
の

栗
饅
頭
が
送
ら
れ
、
出
席
者
か
ら
は

大
変
好
評
で
し
た
。

県
人
会
か
ら
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